
　一人一台端末の納入状況については、今回ご回
答いただいた先生方のうち約90%の方が「はい」、
すなわち納入済みと回答されました（Q１）。
　そこから、担当学年を持ち一人一台端末の活用
を始めている先生133人に対して、納入後の活用
状況についてもお聞きすると、一人一台端末の活
用を始めている先生のうち約80％の方が「企業の
デジタル教材を利用している」と回答していまし
た。また、自作やほかの先生方が作成した教材を
利用されている先生も30%ほどいらっしゃいまし
た（Q２）。
　中でも自作教材について具体的にお伺いすると、

「プレゼンテーション機能を利用した資料共有」
「授業内で活用する写真や動画の共有」といった
回答が多く見られました。資料や写真、動画など
を瞬時に共有できるデジタルの特性を、授業に活
用している先生が多いようです。

一人一台端末の納入状況は？

　2021年春、個別最適な学びの実現を目指す「GIGAスクール構想」の下、全国の子どもたち

に一人一台ICT端末が付与されました。教育業界のデジタル化に伴って、各社デジタル教材や

学習用アプリの開発に力を入れており、今後それらのニーズが増えていくことが予想されます。

　今回光文書院では、現場におけるICT端末を使用したデジタル学習の実態や今後に対する期待感につい

て、先生方を対象にアンケート調査を実施いたしました。

　p.８～10では、樋口万太郎先生よりICT端末活用の可能性についてお話を伺いましたが、実際の現場は

どうなのか…？というところで、本ページではその結果をご紹介し、デジタル化の進む小学校現場の今とこ

れからについて考えてみたいと思います。

Q1  GIGAスクール構想で配布さ
れた一人一台端末は、あな
たのお勤めの小学校で既に
納入されましたか。 （n＝325）

Q2  子どもたちがGIGAスクール構想で配布された一人一台端末で利
用する教材としてあてまるものをお選びください。 （n＝133） 
※n＝133：担当学年を持ち、一人一台端末の活用を始めている先生を対象に質問

―― インターネットの使い方やタブレットの使用時間な

どについて、どう指導すればよいか悩まれている先生もい

らっしゃると思います。樋口先生が実際に行っている指導

や、クラスで決めているルールなどがあれば教えていただ

けますか？

　タブレットが導入されたことで、デジタルタトゥー（※）

や不正ログインなど、子どもたちの間の「ごめんね」「い
いよ」だけでは解決できない問題が発生するリスクが増え
ています。なので、「デジタルタトゥーという考え方があっ
て、一度インターネットにアップした画像は誰に保存され
るかわからないから気をつけようね」「不正ログインはこ
ういう条例で禁止されているんだよ」ということは１年生
のうちから繰り返し伝えるようにしています。若手の先生
であれば、思春期の頃から携帯電話をお持ちだった方も多
いと思うので、ご自身が子どものころに悩まれたことを話
してあげるのも効果的かもしれませんね。
　ただ、一度起きてしまうと取り返しのつかない問題以外
は、最初からルールを作るよりも、トラブルが発生するた
びに子どもたちと話し合いをしてルールを作っていく方が
効果的だと思っています。教師がルールを作って「だめだ
よ」というのは簡単ですが、ただ禁止されるだけだと、結
局陰でこっそりやってしまう子どももいますよね。難しい
ことですが、きちんと話し合い、子どもが「なぜだめなの
か」を納得した状態でルールを作っていくことを心掛けて
います。

タブレット使用時の指導について

―― GIGAスクール構想でタブレットの利用が広まっていま

すが、樋口先生の理想の授業はどのようなものでしょうか？

　授業の中で、タブレットを使用する子もいればノートに
書く子もいるというように、紙でもデジタル端末でも、子
どもたちが自分に適した学習方法を選択できる環境が理想
だと思います。大人でも、場面に合わせてツールを使い分
ける人がほとんどだと思うので、子どもたちにも、自分に
とって最適な学習方法を見つける力をつけてほしいですね。
　特に、タブレットを導入しはじめた時期は何にでもタブ
レットを使いたがる子どもが多いですが、実際に使ってみ
て「これは紙の方が良い」「これはデジタルの方が使いや
すい」という経験を積み重ねることで、自分に合った学び
方を身に着けていくのかなと思います。なので、「この授
業はタブレットを使いましょう」などと限定しすぎず、子
どもたちが選択できる余地を設けてあげることが大切だと
考えています。
―― 最後に、樋口先生がタブレットの活用において大切

にされていること、また、同じくタブレットの活用に取り

組む先生方に対して、何かメッセージがあればぜひお願い

します。

　タブレットの導入自体で、授業が劇的に変わるわけでは
ないと思います。「タブレットをどう使うか」ということ
に意識が向いてしまう先生も多いと思いますが、タブレッ
トはあくまで手段ですので、「タブレットを使用してどの
ような授業を実現したいのか」を考えていただくことが大
切だと考えています。私の場合は「子どもたちが学習ツー
ルを自分で選択できる授業」ですね。そうした、先生方そ
れぞれの教育観を確立していただければ、タブレットをよ
り自在に、効果的に活用していただくことが可能になるの
ではないかと思います。

タブレット活用の「未来」と「可能性」

　私は、教科書で設定されている単元ごとの目標時間
の７～８割程度の時間で授業計画を作成するようにし
ています。そうすることで余剰の時間がうまれるので、

（※）一度ウェブ上に記録されたデータは容易に消去することがで
きず、永続的に残り続けるさまを、入れ墨（タトゥー）になぞら
えた語。

　　  ICT活用の意義と実態特 集

　　　　　2021年６月21日～2021年７月１日
　　　　　インターネットリサーチ
　　　　　全国各地の小学校教員男女377名
　　　　　株式会社光文書院
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ICT端末、デジタル教材の
活用状況アンケート調査

結果を
シェア！

こんなときどうすれば…？② 授業の進行が多少遅れてしまったときも少し余裕を持
つことができます。
　また、「この子は昨日よりもタイピングが速くなっ
たな」など、子どもの成長に目を向けてあげることも
大切です。
　最初のうちはどうしても時間がかかってしまいます
が、子どもの成長は大人よりも早く、タブレットの操
作にもタイピングにもすぐに慣れていきます。「ここ
で経験を積ませてあげれば、半年後、一年後にはずっ
と速くなる」という気持ちで見守ってあげられるとよ
いですね。

子どもたちの
タブレット操作やタイピングに

時間がかかってしまい、
思うように授業が進まないことに

焦ってしまいます…。
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樋口万太郎先生　独占インタビュー！
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　学校生活のどのようなタイミングで端
末を利用することが多いかをお聞きする
と、いずれの学年においても「資料動画
の閲覧」「授業中の発表など協働学習」「デ
ジタルドリルでの予習や復習」の選択が
多く見られました（Q３）。
　また、３年生以上の学年になると「ブ
ラウザでの調べ学習」の回答が多いこと
がわかります。これは理科や社会の授業
時、調べ学習のタイミングでの利用が多
いためと予想されます。
　一方、「テストの実施」「宿題の提出」
で利用していると回答した方は、ほとん
どの学年で10％未満となりました。成績
の推移や宿題の提出状況など、子ども個
人に紐づく情報の管理が必要になる機能
については、あまり浸透しておらず、普
及には時間を要するであろうことがうか
がえます。

一人一台端末はどのような場面で使用されることが多い？

　このようにデジタル教材に対してプラス／マイナスさまざ
まな見解がある中、Q１で、デジタル教材が既に学校に「納
入されている」と回答した先生294名に対し、デジタル化に
向いていると思う教材についてもお聞きしました（Q５）。

デジタル化するのに向いていると思う教材は？

　「デジタル教材の利用によって子どもたちの学力がどう変
化するか」、教科別にお聞きすると、算数、理科、社会、英
語の４教科それぞれで「大きく向上する」「向上する」と回
答された先生が60％以上いらっしゃいました（Q６）。
　具体的にどのような学力が向上すると思うか質問してみる
と、下記のような回答が多く見られました。

子どもたちのどんな能力が向上するか？

　企業のデジタル教材を利用中の先生方に、デジタル教材が
子どもたちの学習において効果的だと思うかをお聞きすると、

「非常に効果的だと思う」「効果的だと思う」が合わせて
71.5％となり、多くの先生方が子どもたちの学習に効果的で
あると感じていることがわかりました（Q４）。

　また、効果的だと思う理由を具体的に書いていただいたと
ころ、次のような回答をいただいています。（以降太字箇所、
原文ママ）
子どもの学習意欲が上がる
  ◦ 文字を書くことが苦手だったり、嫌な子にとってはデジ

タルで学習できるのが楽だし、楽しいようだから。
  ◦ 子どもたちが進んで取り組むことで、定着に良い影響がある。
  ◦ 画像、動画、音声などの情報により、子どもたちの注意

喚起や意欲の向上、学習の効率に役立っている。
  ◦ 子どもたちが興味をもち積極的に活用しているから

デジタル教材は子どもの学習に効果的？

デジタルならではの機能が学習に役立つ
  ◦ 今まで煩雑だったカードへの記録が、写真や録音など

を用いることでより活用しやすくなっていると感じる
から。

  ◦ インターネットを活用した調べ学習を容易に行うこと
ができる。

  ◦  わかりやすい。映像だと理解がふかまる
  ◦ 効果的。自分の学習の度合いが記録としてみることが

できる。
　こういったプラス面での回答がある一方で、「どちらと
も言えない」を選ばれた先生方からは懸念の声も寄せられ
ました。
「どちらとも言えない」理由
  ◦ タブレットを使うことで子供たちの学習意欲があがる

場面があるが、低学年には操作が難しく、学習内容を
する前の操作につまずく児童が多い。そのため、予定
していた時間配分をオーバーすることがある。

  ◦ 子供たちに動画で資料を提示することができ、理解さ
せることが可能。しかし、子供たちの情報リテラシー
が不十分なため、一方的に信じてしまう可能性もある。

Q3  子どもたちはGIGAスクール構想で配布された一人一台端末をどのように利用
して学習していますか？担当学年ごとに教えてください。 （n＝133）

Q5  デジタル化するのに向いていると思うものを選択して
ください。 （n＝294） 
※n＝294：Q1でデジタル教材が既に学校に「納入されている」と回答
した先生を対象に質問

Q4  現在利用している企業
のデジタル教材が、子
どもたちの学習におい
て効果的か教えてくだ
さい。 （n＝109）

　「教科書のデジタル化」「ドリルのデジタル化」に対して
は、「子どもたちの学習において向いている」との回答が
60％超の一方、「先生の校務において向いている」との回
答は50％未満に留まりました。
　「テストのデジタル化」については、「子どもたちの学習
において向いている」との回答が24.5％と低い一方で、「先
生の校務において向いている」との回答が約60％にのぼり
ました。教科書・ドリルとは異なる様相を呈しており、デ
ジタルテストは特に先生の校務負担削減への寄与が期待さ
れていると予想できます。
　別問で、先生の校務の効率化においてデジタル化しても
らいたいアイデアもお聞きしたところ、「テスト・ドリル
の自動採点」「子どもの苦手の自動分析」「成績の一覧化」
などのコメントが多く挙げられ、こういった機能を持ち合
わせたデジタル教材の開発に対して、需要があるようです。

資料を活用する力
  ◦必要な資料を集めたり、うまくまとめたりする表現力
  ◦ 多くの資料を集める活動は今までもしているが、より多

くの情報の中から選択し、生かす能力が培われると思う。

Q6  従来の紙教材ではなく、デジタル教材を学習に利用す
ることで子どもたちの学力はどのように変化すると思
いますか？ （n＝294）
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意見をまとめる力（プレゼン能力）効果的に資料を配
置したり、意見を述べたりし、お互い交流しあうこと
で磨きがかかる。

  ◦ 資料やデータを活用する機会や条件の多い理科・社会
科は、実践的活用のチャンスが多い。

繰り返し学習で身に付く基礎力
  ◦ 学習する問題の数量が圧倒的に増える事で思考判断の

力が高められる事、誤りについての反復学習が容易に
なり知識理解の精度が上がること

  ◦基礎的な練習問題を繰り返し練習して学力定着を図る
  ◦問題をたくさん解くことによる計算能力の向上
  ◦反復することによる基礎基本の定着
　子どもたちの学習に対する意欲そのものが向上するとい
う意見もありました。
学習に対する意欲
  ◦自分で進んで問題に取り組む力
  ◦学びたいことをとことん学んでいく力
  ◦興味を持って、学習に取り組む姿勢への期待
  ◦自立的に学習しようとする力
　デジタル教材の活用に対して、こういった積極的な姿勢
がうかがえる一方、国語では「大きく向上する」「向上する」
を選ばれた先生は約40％に留まりました。
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　今回の調査で、現場の先生方は、現在販売されているデジ
タル教材に一定の満足感を持ちつつも、子どもが楽しめる教
材や先生方の校務効率化に貢献できる教材など、今後の進化
にさらなる期待を寄せていることがわかりました。挙げられ
た懸念点もしっかり認識しながら、弊社も今回の結果を今後
の教材開発に活かしていきたいと思います。
　本誌p.８～10の樋口万太郎先生へのインタビューでは、今
後のデジタル教材活用の懸念点として挙げられていた「書く
力」についてもふれられています。ぜひこちらも併せてお読
みください！

　併せて、デジタル教材の利用によって低下すると考える能
力について具体的にお聞きすると、「書く力」に関連する回
答が多くみられました。
低下すると思う能力
  ◦考えを書く、説明するなどの記述式の能力
  ◦ ものを書いたり、計算をして確かめるなど、手を使って

考える作業。
  ◦文字を書くこと、定規やコンパスなどで作図をすること

  ◦ ノート記述が減るので、メモを取ったり、書いたりす
る能力が、低下すると思います。

　国語では、漢字や文章を「書く」機会が多いため、子ど
もたちの能力が「向上する」との回答が低くなったと予想
されます。
　これに対しては、現場での活用事例を共有しながら、「書
く力」を低下させずに効果的にデジタル教材を活用してい
く方法を模索・提案していく必要があると考えます。

今後のデジタル教材の
進化が楽しみ！

　最後に、今後デジタル教材に期待することについてもお聞
きしました（Q７）。

Q7  今後、お勤めの小学校でGIGAスクール構想の一人一
台端末を活用するにあたり、デジタル教材に期待する
ことを教えてください。 （n＝294）

1位  子どもたちが楽しんで勉強できる （79.9%）

2位  子どもの学びの定着や学力向上 （61.6%）

3位  デジタル教材と紙教材を併用して使用できる （54.4%）

4位  先生の校務効率化につながる （45.6%）

5位  子どもの得意不得意を見つけてくれる （21.8%）

6位  従来の紙教材の良さを組み込んでいる （19.7%）

　結果をみると、「子どもたちが楽しんで勉強できる」との
回答が約80％、「子どもの学びの定着や学力向上」との回答
が約60％と、デジタル教材の活用によって、子どもたちにプ
ラスの影響がもたらされることに何よりも期待が寄せられて
いることがわかります。
　また、「デジタル教材と紙教材を併用して使用できる」と
回答した先生は約50％、「先生の校務効率化につながる」と

デジタル教材に期待することは？

回答した先生は約45％と、充実した機能に対する期待感が
うかがえました。
　一方で、今後端末を利用していくにあたっての懸念点も
多数寄せられています。
一人一台端末の利用への懸念点
  ◦ 児童数に対する通信環境が貧弱。大きい学校と小さい

学校のPC管理や通信環境の格差。
  ◦ 家庭学習でも取り組んでみたいが、家庭の経済的な理

由による格差が生じないか。
  ◦ 先生の仕事量が増える、やったことがない新しいこと

を学ぶ必要がある。
  ◦ 通信速度が遅いことで、本来できることがスムーズに

進まない。
　端末の活用が求められる一方で、通信環境がまだ整って
いなかったり、端末を扱うノウハウの醸成が十分でなかっ
たりと、先生方の間に不安が広がっていることもまた事実
です。こういった課題の解決に挑戦しつつ、子どもたちが
楽しみながら学びに向き合える機能を持ったデジタル教材
が求められていると考えます。

ま と め

デジタル教材の活用状況アンケート
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